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(57)【要約】
【課題】様々な種類のシールドケーブルに対応し、かつ
、シールドケーブル上の任意の位置において電磁ノイズ
に対して等価的にＳＧ系統とＦＧ系統を接続するシール
ドケーブル用ノイズフィルタを提供する。
【解決手段】ノイズフィルタ１の外部筒機構１０でシー
ルドケーブルを挟み込むと、内側導体１２の導体突起２
０がシールドケーブルの絶縁被覆材を突き破り、その内
側の外導体に食い込む。シールドケーブルの外導体（Ｓ
Ｇ系統）に重畳した電磁ノイズは、導体突起２０、内側
導体１２、容量性部材を配置した隙間部１３、外側導体
１１、台座３０を介して外部の導体（ＦＧ系統）へ逃す
。
【選択図】図１



(2) JP 2012-5111 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シールドケーブルを、分割された一組の外部筒機構で挟み込むシールドケーブル用ノイ
ズフィルタであって、
　前記一組の外部筒機構は、
　前記シールドケーブルを挟み込む一組の内側導体と、
　前記内側導体の外側に形成され、外部の導体と電気的に接続する一組の外側導体と、
　前記外側導体の内面と前記内側導体の外面の隙間に配置され、前記外側導体と前記内側
導体を電気的に接続する容量性部材と、
　前記内側導体の内面に突設され、前記シールドケーブルの外導体に食い込み電気的に接
続する導体突起とを備えることを特徴とするシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項２】
　シールドケーブルを、分割された一組の外部筒機構で挟み込むシールドケーブル用ノイ
ズフィルタであって、
　前記一組の外部筒機構は、
　前記シールドケーブルの絶縁被覆材が剥がされて外導体の露出した部分を挟み込む一組
の内側導体と、
　前記内側導体の外側に形成され、外部の導体と電気的に接続する一組の外側導体と、
　前記外側導体の内面と前記内側導体の外面の隙間に配置され、前記外側導体と前記内側
導体を電気的に接続する容量性部材と、
　前記内側導体の内面に形成され、前記シールドケーブルの外導体が露出した部分に当接
して押さえ込む保持導体とを備えることを特徴とするシールドケーブル用ノイズフィルタ
。
【請求項３】
　内側導体の内面に形成され、シールドケーブルの絶縁被覆材が剥がされて外導体が露出
した部分に当接して押さえ込む保持導体を備えることを特徴とする請求項１記載のシール
ドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項４】
　外部筒機構の両端部における外側導体の内面と内側導体の外面の隙間に容量性部材を配
置し、中央部における前記隙間に誘導性部材を配置することを特徴とする請求項１から請
求項３のうちのいずれか１項記載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項５】
　容量性部材は、コンデンサであることを特徴とする請求項１から請求項４のうちのいず
れか１項記載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項６】
　容量性部材は、誘電体であることを特徴とする請求項１から請求項４のうちのいずれか
１項記載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項７】
　容量性部材に代えて、誘導性部材を用いたことを特徴とする請求項１または請求項２記
載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項８】
　誘導性部材は、焼結磁性体であることを特徴とする請求項４または請求項７記載のシー
ルドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項９】
　誘導性部材は、磁性体の粉末を混入した樹脂部材であることを特徴とする請求項４また
は請求項７記載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項１０】
　導体突起は、先端側が刃状になった板であることを特徴とする請求項１記載のシールド
ケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項１１】
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　導体突起は、先端側が先細る針状の突起であることを特徴とする請求項１記載のシール
ドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項１２】
　保持導体は、鋸刃状の突起であることを特徴とする請求項２または請求項３記載のシー
ルドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項１３】
　保持導体は、凹凸形状であることを特徴とする請求項２または請求項３記載のシールド
ケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項１４】
　保持導体は、板バネであることを特徴とする請求項２または請求項３記載のシールドケ
ーブル用ノイズフィルタ。
【請求項１５】
　保持導体は、内側導体の内面を縮径したテーパ状構造であることを特徴とする請求項２
または請求項３記載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項１６】
　外側導体の内面および内側導体の外面それぞれは、互いに向き合う方向に交互に延びた
櫛歯状の突起を有することを特徴とする請求項１から請求項１５のうちのいずれか１項記
載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項１７】
　外側導体の内面および内側導体の外面それぞれは、外部筒機構の軸方向と平行する方向
に交互に延びた突起を有することを特徴とする請求項１から請求項１５のうちのいずれか
１項記載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項１８】
　外側導体および内側導体の各一端部を引き伸ばしてロール状にし、当該引き伸ばした面
同士が互いに向かい合うように配置されたことを特徴とする請求項１から請求項１５のう
ちのいずれか１項記載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項１９】
　外部筒機構は、内側導体が省略されると共に、容量性部材として誘電体が配置され、
　前記誘電体は、シールドケーブルの絶縁被覆材に接触する部分に凹凸構造が形成された
ことを特徴とする請求項１記載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項２０】
　外部筒機構は、複数のシールドケーブルを挟み込む形状であって、内側導体の内面には
、当該各シールドケーブルの外導体に食い込み電気的に接続する複数の導体突起を配置し
たことを特徴とする請求項１記載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項２１】
　分割された一組の外部筒機構を閉じる留め具を備えることを特徴とする請求項１から請
求項２０のうちのいずれか１項記載のシールドケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項２２】
　留め具は、ネジであることを特徴とする請求項２１記載のシールドケーブル用ノイズフ
ィルタ。
【請求項２３】
　留め具は、互いに係合する凹凸形状であることを特徴とする請求項２１記載のシールド
ケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項２４】
　外側導体は、外部筒機構を保持し、かつ、外部の導体と電気的に接続する導電性の台座
を備えることを特徴とする請求項１から請求項２３のうちのいずれか１項記載のシールド
ケーブル用ノイズフィルタ。
【請求項２５】
　台座は、導電性の接着剤又はテープであることを特徴とする請求項２４記載のシールド
ケーブル用ノイズフィルタ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、シールドケーブルに重畳した電磁ノイズの伝搬を抑制するシールドケーブ
ル用ノイズフィルタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電磁ノイズの多い環境における通信システム等では、シールドケーブルを利用すること
により、電磁的に外部から隔離したり、ケーブルからの電磁妨害放射を抑制したりしてい
る。シールドケーブルは、内部の導体線、外部のシールド用外導体（外導体シース）及び
保持用の樹脂から構成されており、内部の導体線に通信システムの信号系統を接続し、外
導体シースをグラウンドに接続することで、内部の信号系統をグラウンドで包み込んだシ
ールド構造となる。
【０００３】
　しかし、大電力を取り扱う強電系の機器においては、大電流の帰路となるグラウンドと
、弱電系の導体線のグラウンドとを切り離して構成することが多く、それぞれのグラウン
ドが分離した系統になっている。以下、強電系の帰路のグラウンドとなる金属筐体等をフ
レームグラウンド（ＦＧ）、シールドケーブルの外導体に接続する信号系のグラウンドを
シグナルグラウンド（ＳＧ）と称す。強電系の機器では、これらＦＧ系統とＳＧ系統が切
り離されているため、ＳＧに電磁ノイズが重畳された場合は、シールドケーブルの外導体
を伝わり、様々な機器に影響を及ぼす可能性がある。
【０００４】
　そこで、ＳＧ系統の電磁ノイズのみを抑制する構成が、例えば特許文献１～４に開示さ
れている。
【０００５】
　特許文献１に係るノイズフィルタは、分割形の磁性体コアが収納される固定用ホルダケ
ースに導電性の材料を使用し、固定用ホルダケースにシールド特性をもたせるように構成
する。このノイズフィルタをシールド導体を削除したシールドケーブルに取り付けること
により、シールドケーブル内に磁性体フィルタを形成して、ノイズの伝搬を抑制している
。
【０００６】
　また、特許文献２に係るノイズフィルタは、筒体に細い導体をスパイラル状に巻き付け
て形成したインダクタ（Ｌ）と、この筒体の内側又は外側の対向位置に別の導体を設けて
導体同士の間にできるキャパシタ（Ｃ）とを組み合わせて、ＬＣフィルタの機能を持たせ
ている。
【０００７】
　また、特許文献３に係るノイズフィルタは、ケーブルに、磁性材及び樹脂を混合して形
成した筒状磁性体と通常の導電体とを年輪状に重ねて配置することにより、磁性体フィル
タを形成している。
【０００８】
　さらに、特許文献４に係るノイズフィルタ付きコンタクトピンでは、貫通コンデンサの
内側電極をコンタクトピンの外導体に接続させ、この貫通コンデンサの外側電極を回路基
板の共通電極に接続させて、外導体を伝搬するノイズを抑制している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平０６－３１０３４０号公報
【特許文献２】特開平０２－２３３７０５号公報
【特許文献３】特開平０３－２１１９０６号公報
【特許文献４】特開平０７－０７３９３５号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上述した特許文献１，３では、ノイズフィルタの構成要素として磁性体
を使用しており、フィルタ対象とするノイズの周波数によってはフィルタ効果を十分に得
ることができないという課題があった。
【００１１】
　また、上述の特許文献２では、ＬＣフィルタ機能を持たせた筒体にケーブルを挿入して
用いることを目的としていないため、シールドケーブルにフィルタを装荷する際に、シー
ルドケーブルを切断して芯線を露出させた後、芯線とフィルタとを接続しなければならず
、任意の位置に装荷しづらいという課題があった。
【００１２】
　さらに、上述した特許文献４では、コンタクトピンを配置する特定の位置においてＳＧ
系統とＦＧ系統を接続する構成であり、シールドケーブル上の任意の位置ではＳＧ系統と
ＦＧ系統を接続することができないという課題があった。
【００１３】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、様々な種類のシール
ドケーブルに対応し、かつ、シールドケーブル上の任意の位置において電磁ノイズに対し
て等価的にＳＧ系統とＦＧ系統を接続するシールドケーブル用ノイズフィルタを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この発明に係るシールドケーブル用ノイズフィルタは、シールドケーブルを、分割され
た一組の外部筒機構で挟み込むものであって、一組の外部筒機構は、シールドケーブルを
挟み込む一組の内側導体と、内側導体の外側に形成され、外部の導体と電気的に接続する
一組の外側導体と、外側導体の内面と内側導体の外面の隙間に配置され、外側導体と内側
導体を電気的に接続する容量性部材と、内側導体の内面に突設され、シールドケーブルの
外導体に食い込み電気的に接続する導体突起とを備えるものである。
【００１５】
　また、この発明に係るシールドケーブル用ノイズフィルタは、一組の外部筒機構が、シ
ールドケーブルの絶縁被覆材が剥がされて外導体の露出した部分を挟み込む一組の内側導
体と、内側導体の外側に形成され、外部の導体と電気的に接続する一組の外側導体と、外
側導体の内面と内側導体の外面の隙間に配置され、外側導体と内側導体を電気的に接続す
る容量性部材と、内側導体の内面に形成され、シールドケーブルの外導体が露出した部分
に当接して押さえ込む保持導体とを備えるものである。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明によれば、外側導体と内側導体を容量性部材で接続し、この外側導体を外部の
導体（ＦＧ）に接続させると共に、内側導体の内面に突設した導体突起をシールドケーブ
ルの外導体（ＳＧ）に食い込ませて接続するようにしたので、様々な種類のシールドケー
ブルに装荷することができ、かつ、シールドケーブルの任意の位置において電磁ノイズに
対して等価的にＳＧ系統とＦＧ系統を接続できるシールドケーブル用ノイズフィルタを提
供することができる。その結果、シールドケーブルの外導体に重畳した電磁ノイズの伝搬
を抑制することができる。
【００１７】
　また、この発明によれば、シールドケーブルの外導体露出部分を、内側導体の内面に形
成した保持導体で押さえ込むようにしたので、シールドケーブルとノイズフィルタとの電
気的および機械的な接触が外れることを確実に防止できるようになり、ノイズフィルタと
しての性能をより一層高めることができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１８】
【図１】この発明の実施の形態１に係るノイズフィルタの構成を示す斜視図である。
【図２】この発明の実施の形態１に係るノイズフィルタの外部筒機構の外観構成を示す外
観斜視図である。
【図３】この発明の実施の形態１に係るノイズフィルタを図２のＡ－Ａ線に沿って切断し
た断面図である。
【図４】この発明の実施の形態１に係るノイズフィルタの下部を図２のＢ－Ｂ線に沿って
切断した断面図である。
【図５】この発明の実施の形態１に係るノイズフィルタを図２のＢ－Ｂ線に沿って切断し
た断面図であり、ノイズフィルタをシールドケーブルに装荷した状態を示す。
【図６】この発明の実施の形態２に係るノイズフィルタの構成を示す斜視図である。
【図７】この発明の実施の形態３に係るノイズフィルタの構成を示す斜視図である。
【図８】この発明の実施の形態４に係るノイズフィルタの構成の一例を示す図である。
【図９】この発明の実施の形態４に係るノイズフィルタの構成の他の一例を示す図である
。
【図１０】この発明の実施の形態４に係るノイズフィルタの構成の別の一例を示す図であ
る。
【図１１】この発明の実施の形態４に係るノイズフィルタの構成のさらに別の一例を示す
図である。
【図１２】この発明の実施の形態５に係るノイズフィルタの構成の一例を示す図である。
【図１３】この発明の実施の形態６に係るノイズフィルタを図２のＢ－Ｂ線に沿って切断
した断面図である。
【図１４】この発明の実施の形態６に係るノイズフィルタの外側導体の外形を示す図であ
る。
【図１５】この発明の実施の形態６に係るノイズフィルタの内側導体の外形を示す図であ
る。
【図１６】この発明の実施の形態６に係るノイズフィルタを図２のＢ－Ｂ線に沿って切断
した断面図であり、別の一例を示す。
【図１７】この発明の実施の形態７に係るノイズフィルタを図２のＡ－Ａ線に沿って切断
した断面図である。
【図１８】この発明の実施の形態８に係るノイズフィルタの構成を示す図である。
【図１９】この発明の実施の形態８に係るノイズフィルタの等価回路を示す図である。
【図２０】この発明の実施の形態９に係るノイズフィルタの構成を示す図である。
【図２１】この発明の実施の形態９に係るノイズフィルタの等価回路を示す図である。
【図２２】この発明の実施の形態９に係るノイズフィルタにおける各フィルタの伝搬遮断
特性の比較を表す図である。
【図２３】この発明の実施の形態１０に係るノイズフィルタの構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、この発明の実施の形態を、図面を参照しながら詳細に説明する。
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１に係るノイズフィルタ１の構成を示す斜視図である。
ノイズフィルタ１は、図１に示すように、外部筒機構１０、導体突起２０、台座３０から
構成されている。この外部筒機構１０は台座３０に固定されており、台座３０は図示しな
い電子機器の筐体（外部の導体）に固定される。
【００２０】
　外部筒機構１０は、図１に示すように、円筒形状の外側導体１１と、その内側に形成し
た円筒形状の内側導体１２とを組み合わせてなる。外側導体１１の内径は内側導体１２の
外径よりも大きく、外側導体１１の外周面と内側導体１２の内周面の間には隙間部１３が
形成されている。また、外側導体１１と内側導体１２は軸方向に二分割され、開閉可能に
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形成されている。
【００２１】
　外側導体１１は、上部外側導体１１ａと下部外側導体１１ｂがそれぞれ半円筒形状に形
成され、また、それぞれの外周の一部が開閉可能に接続された開閉機構（不図示）を備え
る。さらに、外側導体１１は台座３０と電気的に接続している。
【００２２】
　内側導体１２は、上部内側導体１２ａと下部内側導体１２ｂがそれぞれ半円筒形状に形
成され、また、内部には空間が形成されている。この空間に後述するシールドケーブルを
挿入して格納でき、導体突起２０を介してシールドケーブルの外導体と電気的に接続する
よう機能する。
　なお、説明のために上部と下部を呼び分けるが、このノイズフィルタ１は、どのような
方向でも使用可能なことは言うまでもない。
【００２３】
　隙間部１３には、後述するコンデンサ（容量性部材、不図示）が配置されており、この
コンデンサが外側導体１１と内側導体１２を電気的に接続している。上部隙間部１３ａは
、上部外側導体１１ａと上部内側導体１２ａの間に形成されており、下部隙間部１３ｂは
下部外側導体１１ｂと下部内側導体１２ｂの間に形成されている。
【００２４】
　導体突起２０は、刃状の板で構成され、内側導体１２の内部空間に複数設けられている
。この導体突起２０は、上部内側導体１２ａの内周面に設けた半円弧状の上部導体突起２
０ａと、下部内側導体１２ｂの内周面に設けた半円弧状の下部導体突起２０ｂとが互い違
いに対向するよう配置されている。また、各導体突起２０は内側導体１２と導通しており
、外部筒機構１０の軸方向に組み付けられたシールドケーブルの絶縁被覆材５１を突き抜
けて内側の外導体に食い込み、この外導体と外部筒機構１０の内側導体１２とを電気的に
接続させるように機能する。
【００２５】
　台座３０は、導体で構成されており、受け部３１及びネジ穴３２を有している。受け部
３１は外部筒機構１０の外周面に固着して保持するための保持部材であり、ネジ穴３２は
ネジにより電子機器の筐体に台座３０を取り付けるための穴である。
　なお、台座３０は外部筒機構１０を保持し、かつ、電子機器筐体と電気的に接続する構
成であれば図示例以外の形状であっても良く、例えば導電性の接着剤又はテープを用いる
こともできる。
【００２６】
　次に、外部筒機構１０の外観の構成を説明する。
　図２は、外部筒機構１０の外観構成を示す外観斜視図であり、閉じた状態を示す。外部
筒機構１０は、図２に示すように、上部外側導体１１ａと下部外側導体１１ｂが合わさる
接合部１４の部分で閉状態を維持する上下の固定ストッパ１５を備え、上下の固定ストッ
パ１５にはネジ穴１６が設けられている。このネジ穴１６に、図示しないネジ（留め具）
を螺入することで上部外側導体１１ａと下部外側導体１１ｂとを接合して閉じる。なお、
ネジで留める以外の構成であっても良く、例えば上下の固定ストッパ１５に、互いに係合
する凹凸形状を形成する構成にしても良い。
　なお、図２では台座３０の図示を省略する。また、図１では固定ストッパ１５及びネジ
穴１６の図示を省略している。
【００２７】
　次に、隙間部１３の詳細な構成を説明する。
　図３は、図２に示すノイズフィルタ１をＡ－Ａ線に沿って切断した断面図である。図３
に示すように、外側導体１１と内側導体１２の間の隙間部１３には、コンデンサ４１が複
数配置されている。このコンデンサ４１は両端に電極４１ａ，４１ｂを有し、電極４１ａ
が外側導体１１の内周面に半田で固定されて電気的に接続されており、電極４１ｂが内側
導体１２の外周面に半田で固定されて電気的に接続されている。コンデンサ４１は、適宜
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設定された任意の大きさ及び任意の静電容量のコンデンサであり、例えばチップコンデン
サで構成しても良い。
【００２８】
　さらに、各コンデンサ４１の間の隙間１３には樹脂が充填されており、各コンデンサ４
１を固定支持している。なお、樹脂以外の充填材料を用いて各コンデンサ４１を固定支持
してもよいし、半田付けで十分に固定されていれば中空にしてもよい。
【００２９】
　次に、導体突起２０の詳細な構成を説明する。
　図４は、図２に示すノイズフィルタ１をＢ－Ｂ線に沿って切断した断面図であり、外部
筒機構１０の下部側を拡大して示す。なお、コンデンサ４１は図示を省略する。導体突起
２０のうちの図４に示す下部導体突起２０ｂは、間隔をあけて下部内側導体１２ｂに突設
されており、先端が刃状になった鋭い板状である。なお、導体突起２０は、内側導体１２
に電気的に接続された突起状の導体であればよく、例えば、内側導体１２の一部を突出さ
せるようにして形成しても良いし、内側導体１２とは別体で形成して内側導体１２の内周
面へ取り付けても良い。
【００３０】
　この導体突起２０は、後述するシールドケーブルに外部筒機構１０を装荷した際に、シ
ールドケーブルの絶縁被覆材を突き破って内側の外導体に食い込み、この外導体と電気的
に導通する。これにより、導体突起２０を介してシールドケーブルの外導体と外部筒機構
１０の内側導体１２が電気的に接続する。このため、上部導体突起２０ａと下部導体突起
２０ｂがシールドケーブルの外導体に食い込んだ際にこの外導体を切断してしまうことが
ないように、上部導体突起２０ａと下部導体突起２０ｂの配置位置を決める必要がある。
本実施の形態１の図示例では、上部導体突起２０ａと下部導体突起２０ｂを互い違いに配
置して、シールドケーブルの外導体を切断しない構成にする。ただし、切断のおそれがな
ければ、上部導体突起２０ａと下部導体突起２０ｂをどのように配置してもよく、例えば
互いに同じ位置に配置してもよいし、規則性無く配置してもよい。
【００３１】
　次に、シールドケーブルにノイズフィルタ１を装荷する方法を説明する。
　図５は、図２に示すノイズフィルタ１をＢ－Ｂ線に沿って切断した断面図であり、ノイ
ズフィルタ１をシールドケーブル５０に装荷した状態を示す。なお、コンデンサ４１は図
示を省略する。このシールドケーブル５０は、絶縁被覆材５１と、その内側に設けられて
電子機器のＳＧ系統を接続する外導体５２と、さらにその内側に設けられて電子機器の信
号系統を接続する導体線５３とを備える。
【００３２】
　先ず、ノイズフィルタ１の外部筒機構１０を上下に開き、外部筒機構１０下部の内部空
間に収まるようにシールドケーブル５０を上方から押し込んで固定する。このとき、下部
内側導体１２ｂの内周面に設けられた下部導体突起２０ｂが絶縁被覆材５１を突き破り、
外導体５２に食い込むように、十分な力で押し込むようにする。
【００３３】
　続いて、外部筒機構１０上部を閉じ、図２に示す固定ストッパ１５のネジ穴１６にネジ
を螺入して外部筒機構１０の上下部を接合固定する。このとき、上部内側導体１２ａの内
周面に設けられた上部導体突起２０ａが絶縁被覆材５１を突き破り、外導体５２に食い込
む。従って、上部内側導体１２ａ及び下部内側導体１２ｂと外導体５２とが接触して電気
的に接続される。
【００３４】
　シールドケーブル５０に装荷されたノイズフィルタ１は、シールドケーブル５０の外導
体５２に重畳した電磁ノイズを導体突起２０、内側導体１２、コンデンサ４１、外側導体
１１、台座３０を介して電子機器筐体（ＦＧ）へグラウンドするよう機能する。即ち、等
価的にＳＧ系統とＦＧ系統が接続される。
【００３５】
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　以上より、実施の形態１によれば、ノイズフィルタ１は、シールドケーブル５０を、上
部及び下部に分割された一組の外部筒機構１０で挟み込む構成であって、この一組の外部
筒機構１０は、シールドケーブル５０を挟み込む一組の内側導体１２と、内側導体１２の
外側に形成され、電子機器筐体と電気的に接続する一組の外側導体１１と、外側導体１１
の内面と内側導体１２の外面の隙間１３に配置され、外側導体１１と内側導体１２を電気
的に接続するコンデンサ４１と、内側導体１２の内面に突設され、シールドケーブル５０
の外導体５２に食い込み電気的に接続する導体突起２０とを備えるように構成した。これ
により、シールドケーブル５０の任意の位置において、電磁ノイズに対して等価的にＳＧ
系統とＦＧ系統を接続することができる。その結果、シールドケーブル５０の外導体５２
に重畳した電磁ノイズの伝搬を抑制することができるという効果が得られる。
【００３６】
　なお、上記実施の形態１に係るノイズフィルタ１の外部筒機構１０は、シールドケーブ
ル５０の線径に応じて様々な太さで作成すればよい。このとき、シールドケーブル５０の
絶縁被覆材５１及び外導体５２の種類及び太さに応じて、導体突起２０の長さを調整する
ことで、様々な種類の外部筒機構１０と導体突起２０とを組み合わせることができる。こ
のように構成することで、ノイズフィルタ１を様々な種類のシールドケーブル５０に装荷
対応させることができるようになり、ノイズフィルタ１の拡張性を高めることができる。
【００３７】
実施の形態２．
　上記実施の形態１においては、外側導体１１と内側導体１２の間の隙間部１３に、外側
導体１１と内側導体１２とを電気的に接続するコンデンサ４１を複数配置して、シールド
ケーブル５０の外導体５２に重畳した電磁ノイズの伝搬を抑制する構成について説明した
が、本実施の形態２では、他の構成により外導体５２に重畳した電磁ノイズの伝搬を抑制
する構成について説明する。
【００３８】
　図６は、この発明の実施の形態２に係るノイズフィルタ１の構成を示す斜視図である。
なお、図６において、上記実施の形態１の図１～図５と同一又は相当の部分については同
一の符号を付し説明を省略する。図６に示すノイズフィルタ１は、隙間部１３、即ち上部
隙間部１３ａと下部隙間部１３ｂに、誘電体（容量性部材）６０が充填されており、この
誘電体６０は上述した図３のコンデンサ４１と等価な機能を有し、外側導体１１と内側導
体１２とを電気的に接続している。このように、本実施の形態２では、コンデンサ４１と
充填材料とを用いる代わりに誘電体６０を用いることによって、コンデンサ４１を実装す
る作業を省略するようにしている。
【００３９】
　外部筒機構１０において、外側導体１１が、導体で構成された台座３０と接触し、内側
導体１２が導体突起２０を介してシールドケーブル５０の外導体５２と接触し、内側導体
１２と外側導体１１とが誘電体６０により電気的に接続している。従って、外部筒機構１
０はシールドケーブル５０の外導体５２に重畳した電磁ノイズを、導体突起２０、内側導
体１２、誘電体６０、外側導体１１、台座３０を介して電子機器筐体へグラウンドするよ
う機能する。
【００４０】
　なお、シールドケーブル５０にノイズフィルタ１を装荷する方法は上記実施の形態１の
装荷方法と同様のため説明を省略する。
【００４１】
　以上より、実施の形態２によれば、外側導体１１の内面と内側導体１２の外面の隙間１
３に充填され、外側導体１１と内側導体１２を電気的に接続する誘電体６０を有する構成
にしたので、ノイズフィルタ１の作成工程を簡素化することができる。また、この構成で
あっても、上記実施の形態１に係るノイズフィルタ１と同様の効果が得られる。
【００４２】
実施の形態３．
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　図７は、この発明の実施の形態３に係るノイズフィルタ１の構成を示す斜視図である。
なお、図７において、上記実施の形態１，２の図１～図６と同一又は相当の部分について
は同一の符号を付し説明を省略する。図７に示すノイズフィルタ１は、刃状の板で構成さ
れた導体突起２０の代わりに針状の突起で構成した導体突起２１を備える。
【００４３】
　導体突起２１は、上部内側導体１２ａの内周面に設けた針状の上部導体突起２１ａと、
下部内側導体１２ｂの内周面に設けた針状の下部導体突起２１ｂとが対向するよう配置さ
れている。また、各導体突起２１は内側導体１２と導通しており、外部筒機構１０の軸方
向に組み付けられたシールドケーブルの絶縁被覆材を突き抜けて内側の外導体に食い込み
、この外導体と外部筒機構１０の内側導体１２とを電気的に接続させるように機能する。
【００４４】
　なお、上記実施の形態１，２では刃状の導体突起２０がシールドケーブルの外導体を切
断しないように、上部と下部で互い違いに配置したが、本実施の形態３に係る導体突起２
１は針状のため、上部と下部で同じ位置に配置しても切断のおそれは少ない。そのため、
図示例では上部導体突起２１ａと下部導体突起２１ｂを互いに同じ位置に配置する構成と
した。ただし、切断のおそれがなければ、上部導体突起２１ａと下部導体突起２１ｂをど
のように配置してもよく、例えば、互い違いの位置に配置してもよいし、規則性無く配置
してもよい。
【００４５】
　以上より、実施の形態３によれば、内側導体１２の内面に突設され、シールドケーブル
５０の外導体５２に食い込み電気的に接続する導体突起２１を、先端側が先細る針状の突
起で構成した場合にも、上記実施の形態１に係るノイズフィルタ１と同様の効果が得られ
る。
【００４６】
　なお、上記実施の形態１，２と同様に、上記実施の形態３に係るノイズフィルタ１の導
体突起２１の長さを、シールドケーブル５０の絶縁被覆材５１及び外導体５２の種類及び
太さに応じて調整することで、様々な種類の外部筒機構１０と導体突起２１とを組み合わ
せることができ、ノイズフィルタ１の拡張性を高めることができる。
【００４７】
　また、上記実施の形態３の説明では、導体突起２１を上記実施の形態２に係るノイズフ
ィルタ１へ適用する場合を説明したが、上記実施の形態１に係るノイズフィルタ１へ適用
しても良い。さらに、導体突起２０と導体突起２１の両方を設ける構成にしても良い。
【００４８】
実施の形態４．
　本実施の形態４では、上述した実施の形態１～３における外部筒機構１０の内部導体１
２とシールドケーブル５０の外導体５２との電気的および機械的な接触を強化するための
構成について図８～図１１を用いて説明する。なお、図８～図１１ではシールドケーブル
５０は図示していないが、図５に示したシールドケーブル５０と同様の構成である。
　図８は、実施の形態４のノイズフィルタ１の構成を示している。ノイズフィルタ１は、
図８に示すように、外部筒機構１０、台座３０で構成されている。なお、図８における台
座３０については、実施の形態１～３の構成と同様であるため説明を省略する。また、外
部筒機構１０における内側導体１２以外の構成については、実施の形態２と同様の構成で
あるため、図６と同一の符号を付し、その説明を省略する。
【００４９】
　図８で示したノイズフィルタ１をシールドケーブル５０に装着する際は、その箇所につ
いて、シールドケーブル５０の絶縁被覆材５１を剥がして、外導体５２を露出させてから
、ノイズフィルタ１をかぶせるようにする。これまでの実施の形態１～３では、ノイズフ
ィルタ１の内側導体１２には、刃状の板および針状の突起といった導体突起２０，２１が
形成されていたが、本実施の形態では導体突起として鋸刃状の食い込み導体（保持導体）
２２を配置する。この鋸刃状の食い込み導体２２は、シールドケーブル５０の露出した外
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導体５２に当接して押さえ込む導体として機能する。また、鋸刃状の食い込み導体２２は
、内側導体１２の内壁面のうち、特に絶縁被覆材５１が剥がされて外導体５２が露出した
部分と接触する位置に配置されており、内側導体１２の内壁面と外導体５２の表面の電気
的および機械的な接触をより強めるよう機能する。
【００５０】
　外部筒機構１０の内部導体１２の内壁面にシールドケーブル５０が装着されると、鋸刃
状の食い込み導体２２が露出した外導体５２に食い込んで押さえ込む。ノイズフィルタ１
は、鋸刃状の食い込み導体２２が外導体５２に食い込むことにより、シールドケーブル５
０の引き回しおよび外部からの振動によって、ノイズフィルタ１とシールドケーブル５０
の電気的および機械的な接触が外れることを確実に防止している。
【００５１】
　図９は、実施の形態４のノイズフィルタ１の別の構成を示しており、ノイズフィルタ１
の外部筒機構１０における内側導体１２以外の構成については、図８と同様である。
　内側導体１２は、図８における鋸刃状の食い込み導体２２に代えて、凹凸部（保持導体
）２３を配置したものである。凹凸部２３は、内側導体１２の内壁面のうち、特に絶縁被
覆材５１が剥がされて外導体５２が露出した部分と接触する位置に、内側導体１２の円周
方向に沿う形状の凹部と凸部が内側導体１２の軸方向に並んで形成されており、内側導体
１２の内壁面と外導体５２の表面の電気的および機械的な接触をより強めるよう機能する
。
【００５２】
　外部筒機構１０の内部導体１２の内壁面にシールドケーブル５０が装着されると、凹凸
部２３が露出した外導体５２に食い込んで押さえ込む。ノイズフィルタ１は、凹凸部２３
が外導体５２に食い込むことにより、シールドケーブル５０の引き回しおよび外部からの
振動によって、ノイズフィルタ１とシールドケーブル５０の電気的および機械的な接触が
外れることを確実に防止している。
【００５３】
　図１０は、実施の形態４のノイズフィルタ１の別の構成を示しており、ノイズフィルタ
１の外部筒機構１０における内部導体１２以外の構成については、図８と同様である。
　内部導体１２は、これまで上述した内側導体１２の鋸刃状の食い込み導体２２または上
述した内側導体１２の凹凸部２３に代えて、板バネ（保持導体）２４を配置して構成した
ものである。板バネ２４は、内側導体１２の内壁面のうち、特に絶縁被覆材５１が剥がさ
れて外導体５２が露出した部分と接触する位置に、内壁面の円周方向に沿って配置されて
おり、内側導体１２の内壁面と外導体５２の表面の電気的および機械的な接触をより強め
るよう機能する。
【００５４】
　外部筒機構１０の内部導体１２の内壁面にシールドケーブル５０が装着されると、板バ
ネ２４がその弾性力により露出した外導体５２を押さえ込む。ノイズフィルタ１は、板バ
ネ２４が外導体５２を押さえ込むことにより、シールドケーブル５０の引き回しおよび外
部からの振動によって、ノイズフィルタ１とシールドケーブル５０の電気的および機械的
な接触が外れることを確実に防止している。
【００５５】
　図１１は、実施の形態４のノイズフィルタ１の別の構成を示しており、ノイズフィルタ
１の外部筒機構１０における内部導体１２以外の構成については、図８と同様である。
　内部導体１２は、これまで上述した内側導体１２の鋸刃状の食い込み導体２２、上述の
内側導体１２の凹凸部２３または上述の内側導体１２の板バネ２４に代えて、テーパ状構
造（保持導体）２５を配置して構成したものである。テーパ状構造２５は、内側導体１２
の内壁面のうち特に絶縁被覆材５１が剥がされて外導体５２が露出した部分と接触する位
置に、軸方向に沿って円筒形状の内部の径が狭くなるよう形成されており、内側導体１２
の内壁面と外導体５２の表面の電気的および機械的な接触をより強めるよう機能する。
【００５６】
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　外部筒機構１０にシールドケーブル５０が嵌め込まれると、内部導体１２の内壁面に配
置されたテーパ状構造２５が外導体５２を引き絞るよう変形させて押さえ込むこととなる
。その上でさらに外部筒機構１０を閉じると、テーパ状構造２５がさらに外導体５２を引
き絞って固定する。ノイズフィルタ１は、テーパ状構造２５が外導体５２を引き絞って押
さえ込むことにより、シールドケーブル５０の引き回しおよび外部からの振動によって、
ノイズフィルタ１とシールドケーブル５０の電気的および機械的な接触が外れることを確
実に防止している。
【００５７】
　以上のように、実施の形態４のノイズフィルタ１は、外部筒機構１０の内側導体１２の
内面に形成され、シールドケーブル５０の絶縁被覆材５１が剥がされて外導体５２が露出
した部分に当接して押さえ込む保持導体（食い込み導体２２、凹凸部２３、板バネ２４ま
たはテーパ状構造２５）を備えるよう構成したので、上記実施の形態１～３と同様の効果
に加え、ノイズフィルタ１とシールドケーブル５０の電気的および機械的な接触が外れる
ことを確実に防止し、ノイズフィルタとしての性能をより一層高めることができるという
効果が得られる。
【００５８】
　なお、実施の形態４において、隙間部１３には誘電体６０を充填する構成について説明
したが、実施の形態１と同様にコンデンサ４１を用いる構成であっても良い。
【００５９】
実施の形態５．
　上記実施の形態４においては、外部筒機構１０の内部導体１２とシールドケーブル５０
の外導体５２との電気的および機械的な接触を強化するための構成について、特に絶縁被
覆材５１が剥がされて外導体５２が露出した部分に装着するノイズフィルタ１について説
明したが、本実施の形態５ではシールドケーブル５０の絶縁被覆材５１を剥がさずに装着
するノイズフィルタ１の構成について、図１２を用いて説明する。
　図１２は、実施の形態５のノイズフィルタ１の構成を示している。ノイズフィルタ１は
、図８に示すように、外部筒機構１０、台座３０で構成されている。なお、図１２におけ
る台座３０については、実施の形態１～４の構成と同様であるため説明を省略する。また
、外部筒機構１０における外側導体１１の構成については、実施の形態１～３と同様の構
成であるため、図６と同一の符号を付し、その説明を省略する。また、図１２ではシール
ドケーブル５０は図示していないが、図５に示したシールドケーブル５０と同様の構成で
ある。
【００６０】
　本実施の形態５における外部筒機構１０は内側導体１２が存在せず、外側導体１１とそ
の内側の誘電体６０によって構成される。したがって、本実施の形態５では、上記実施の
形態４で示したような、外部筒機構１０の内側導体１２とシールドケーブル５０の外導体
５２との導体同士の接触を必要としない。本実施の形態における外部筒機構１０の誘電体
６０は、その内壁面に誘電体凹凸部（凹凸構造）６１を配置して構成されたものとなって
いる。誘電体凹凸部６１は、誘電体６０の内壁面のシールドケーブル５０と接触する全面
に配置されている。シールドケーブル５０にこのノイズフィルタ１を装着すると、シール
ドケーブル５０の絶縁被覆材５１に対して、外部筒機構１０の誘電体６０に形成された誘
電体凹凸部６１が食い込むこととなり、ノイズフィルタ１とシールドケーブル５０の機械
的な接触をより強めるよう機能する。
【００６１】
　シールドケーブル５０の絶縁被覆材５１は誘電体材料で構成されることが多いため、外
部筒機構１０の誘電体６０に形成された誘電体凹凸部６１と密にかみ合ったシールドケー
ブル５０の絶縁被覆材５１は、組み合わされた一つの等価誘電体材料として、電気的に作
用する。この組み合わされた一つの等価誘電体材料を、外部筒機構１０の外側導体１１と
シールドケーブル５０の外導体５２によって挟む構成となるため，この部分にコンデンサ
と等価な構造が形成できる。このコンデンサと等価な構造によって、上述してきたＳＧ系
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統とＦＧ系統の電気的な接続を実現する。
【００６２】
　以上のように、実施の形態５のノイズフィルタ１は、外部筒機構１０の内側導体１２が
省略されると共に、外側導体１１と内側導体１２の隙間部１３に誘電体６０が配置され、
この誘電体６０は、シールドケーブル５０の絶縁被覆材５１に接触する部分に誘電体凹凸
部６１が形成される構成にした。このため、上記実施の形態１～３と同様の効果に加え、
ノイズフィルタ１とシールドケーブル５０の機械的な接触が強化できるだけでなく、シー
ルドケーブル５０の絶縁被覆材５１も誘電体６０と組み合わされた等価誘電体材料として
取り扱うことができるため、シールドケーブル５０の絶縁被覆材５１を除去するなどの工
程を経ずとも、ノイズフィルタとしての機能を実現できるという効果が得られる。
【００６３】
実施の形態６．
　上記実施の形態２においては、ノイズフィルタ１の外部筒機構１０の外側導体１１と内
側導体１２の間の隙間部１３に、外側導体１１と内側導体１２を電気的に接続する誘電体
６０（容量性部材）が充填された構成について説明した。本実施の形態６は、実施の形態
２の構成のうち隙間部１３の構造を変形することによって、シールドケーブル５０の外導
体５２に重畳した電磁ノイズの伝搬の抑制効果を高める構成について説明する。
【００６４】
　図１３は、実施の形態６に係るノイズフィルタ１の外部筒機構１０を、図２に示すＢ－
Ｂ線の位置で切断した断面図を示している。なお、図１３においてノイズフィルタ１の外
形は図２と同じであり、また、外部筒機構１０の外側導体１１と内側導体１２以外の構成
は上述した実施の形態２～４と同一の構成であるため、上述した実施の形態と同一の構成
については同一の符号を付し、その説明を省略する。また、図１３ではシールドケーブル
５０は図示していないが、図５に示したシールドケーブル５０と同様の構成である。
【００６５】
　外側導体１１と内側導体１２は、外側導体１１の内壁面と内側導体１２の外壁面とが対
向するように配置されており、その間の隙間部１３には、容量性部材としての誘電体６０
が充填されている。誘電体６０は上述した図３のコンデンサ４１と等価な機能を有し、外
側導体１１と内側導体１２とを電気的に接続している。
【００６６】
　外側導体１１には、上部外側導体１１ａに突起７０ａが成形されており、下部外側導体
１１ｂに突起７０ｂが成形されている。内側導体１２には、上部内側導体１２ａに突起７
１ａが成形されており、下部内側導体１２ｂに突起７１ｂが成形されている。
　外側導体１１の突起７０ａ，７０ｂと内側導体１２の突起７１ａ，７１ｂは、隙間部１
３にそれぞれ交互に向き合うように互い違いに延びて櫛歯状に形成されている。
【００６７】
　図１４は、実施の形態６のノイズフィルタ１における外側導体１１の上部外側導体１１
ａの外形を示しており、上部外側導体１１ａの内周には突起７０ａが等間隔で形成されて
いる。上部外側導体１１ａと同様に、上述した下部外側導体１１ｂの内周には突起７０ｂ
が形成されており、上部外側導体１１ａと下部外側導体１１ｂを組み合わせることで外側
導体１１を構成している。
　図１５は、実施の形態６のノイズフィルタ１における内側導体１２の上部内側導体１２
ａを示しており、上部内側導体１２ａの外周には突起７１ａが等間隔で形成されている。
上部内側導体１２ａと同様に、上述した下部内側導体１２ｂの外周には突起７１ｂが形成
されており、上部内側導体１２ａと下部内側導体１２ｂを組み合わせることで内側導体１
２を構成している。
　実施の形態６の外部筒機構１０は、このような外部導体１１と内側導体１２を嵌め込ん
で組み合わせ、外部導体１１と内側導体１２の間を誘電体６０で充填することで構成され
ている。外部導体１１の突起７０ａ，７０ｂと内側導体１２の突起７１ａ，７１ｂは、そ
れぞれの大きさにしたがって互いに対向する表面積が増大するように構成することができ
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る。
【００６８】
　ここで、２つの導体板で誘電体を挟み込むことで構成されるコンデンサの静電容量Ｃを
表す式は、一般的に下記式（１）の通りとなっている。
【００６９】
　Ｃ＝ε×（Ｓ／ｄ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
　上式（１）において、εは誘電体６０が持つ誘電率であり、ｄは２つの導体の間の距離
、Ｓは２つの導体が対向する面積を表している。したがって、式（１）より、コンデンサ
の静電容量Ｃを大きくするためには、高い誘電率を持つ誘電体６０を用いるか、２つの導
体間の距離を短くするか、２つの導体が対向する面積を大きくするかの３通りの方法が考
えられる。
【００７０】
　実施の形態６における、外部筒機構１０の外部導体１１と内部導体１２に突起７０ａ，
７０ｂ，７１ａ，７１ｂを形成する手法は、上記３通りの方法のうち，２つの導体が対向
する面積を大きくする方法に相当する。
【００７１】
　したがって、実施の形態２で用いた誘電体６０と同じ材料を用いた場合でも、実施の形
態６によるノイズフィルタ１の構成のほうが大きい静電容量を得ることが可能となるため
、多様な電磁ノイズに対する伝搬抑制が可能となる。
【００７２】
　なお、ノイズフィルタ１によるシールドケーブルの接続方法については、実施の形態１
と同様であるため、その説明を省略する。
【００７３】
　以上のように、実施の形態６のノイズフィルタ１は、外側導体１１の内面および内側導
体１２の外面それぞれが、互いに向き合う方向に交互に延びた櫛歯状の突起７０ａ，７０
ｂ，７１ａ，７１ｂを有するように構成し、さらに、外側導体１１に形成された突起７０
と内側導体１２に形成された突起７１によって形成された隙間部１３に、外側導体１１と
内側導体１２を電気的に接続する誘電体６０を充填することにより、上記実施の形態１，
２と同様の効果が得られると共に、ノイズフィルタ１が有する静電容量の値を調節するこ
とができる。その結果、シールドケーブル５０の外導体５２に重畳した電磁ノイズの伝搬
の抑制効果を高めることができるという効果が得られる。
【００７４】
　このとき、外部筒機構１０の外部導体１１と内部導体１２に突起７０ａ，７０ｂ，７１
ａ，７１ｂを形成する向きは、図１３に示したような外部筒機構１０の径方向でなくとも
良く、例えば、図１６に示すような形状で、外部筒機構１０の軸方向に沿う向きに配置す
ることでも同等の効果が得られる。その場合、外部筒機構１０の外側導体１１には、上部
外側導体１１ａに突起７０ａ´が成形され、下部外側導体１１ｂに突起７０ｂ´が成形さ
れている。内側導体１２には、上部内側導体１２ａに突起７１ａ´が成形され、下部内側
導体１２ｂに突起７１ｂ´が成形されている。そして、これら外側導体１１の突起７０ａ
´，７０ｂ´と内側導体１２の突起７１ａ´，７１ｂ´は、隙間部１３に、それぞれ外部
筒機構１０の軸方向と並行する方向に交互に延びた形状である。
【００７５】
実施の形態７．
　上記実施の形態６においては、ノイズフィルタ１が有する静電容量の値を調節する構成
について説明したが、この構成に限定されるものではない。そこで、本実施の形態７では
、シールドケーブル５０の外導体５２に重畳した電磁ノイズの伝搬の抑制効果を高めるた
めの、他の構成について説明する。
【００７６】
　図１７は、実施の形態７のノイズフィルタ１の外部筒機構１０を、図２に示すＡ－Ａ線
の位置で切断した断面図を示している。なお、図１７においてノイズフィルタ１の外形は
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図２と同じであり、また、外部筒機構１０の外側導体１１と内側導体１２以外の構成は上
述した実施の形態２～４と同一の構成であるため、上述した実施の形態と同一の構成につ
いては同一の符号を付し、その説明を省略する。また、図１７ではシールドケーブル５０
は図示していないが、図５に示したシールドケーブル５０と同様の構成である。
【００７７】
　外側導体１１と内側導体１２は、外側導体１１の内壁面と内側導体１２の外壁面とが対
向するように配置されており、その間の隙間部１３には、容量性部材としての誘電体６０
が充填されている。誘電体６０は上述した図３のコンデンサ４１と等価な機能を有し、外
側導体１１と内側導体１２とを電気的に接続している。
【００７８】
　図１７に示すように、外側導体１１の一端部を引き伸ばしてロール部７２が成形されて
おり、内側導体１２の一端部を引き伸ばしてロール部７３が成形されている。外側導体１
１のロール部７２と内側導体１２のロール部７３は、それぞれ対向するようにロール状に
折り曲げられた形状で成形されている。さらに、外側導体１１のロール部７２と内側導体
１２のロール部７３との間の隙間部１３には、誘電体（容量性部材）６０が充填されてい
る。
【００７９】
　このように、外側導体１１のロール部７２と内側導体１２のロール部７３がロール状に
対向するよう配置されることで、外側導体１１と内側導体１２の対向する面積が広くなり
、実施の形態２で用いた誘電体６０と同じ材料を用いた場合でも、実施の形態６と同じよ
うに外部筒機構１０が持つ静電容量を大きくするよう構成されている。
【００８０】
　以上のように、実施の形態７のノイズフィルタ１は、外側導体１１および内側導体１２
の各一端部を引き伸ばしてロール部７２，７３にし、この引き伸ばしたロール部７２，７
３同士が互いに向かい合うように配置し、さらに、外側導体１１のロール部７２と内側導
体１２のロール部７３との間に誘電体６０を配置した構成にすることにより、外側導体１
１と内側導体１２の対向する面積を広くすることができ、外部筒機構１０が持つ静電容量
を大きくすることが可能となる。その結果、ノイズフィルタ１は多様な電磁ノイズに対す
る伝搬抑制を可能とし、シールドケーブル５０の外導体５２に重畳した電磁ノイズの伝搬
の抑制効果を高めることができるという効果が得られる。
【００８１】
実施の形態８．
　上記実施の形態５～７では、外部筒機構１０の外側導体１１と内側導体１２の形状を変
えることで外部筒機構１０が持つ静電容量を大きくして、電磁ノイズの伝搬抑制効果を高
める構成について説明したが、これらの構成に限定されるものではない。そこで、本実施
の形態８では、シールドケーブル５０の外導体５２に重畳した電磁ノイズの伝搬の抑制効
果を高める構成の、他の例について説明する。
【００８２】
　図１８は、実施の形態８に係るノイズフィルタ１の構成を示す図である。なお、図１８
のノイズフィルタ１において、外部筒機構１０の隙間部１３以外の構成は上述した実施の
形態（特に実施の形態１，２）と同様であるため、隙間部１３以外の構成については同一
の符号を付し、その説明を省略する。また、図１８ではシールドケーブル５０は図示して
いないが、図５に示したシールドケーブル５０と同様の構成である。
【００８３】
　外部筒機構１０の隙間部１３には、上述した容量性部材としてのコンデンサ４１または
誘電体６０に代えて、磁性体８０（誘導性部材）が充填されている。
　外部筒機構１０は、外側導体１１と内側導体１２との間の隙間部１３に磁性体８０を配
置させるよう構成することで、上述したシールドケーブル５０の外導体５２に対して、等
価的に直列接続されたインダクタを構成している。
【００８４】
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　シールドケーブル５０の外導体５２に重畳した電磁ノイズの伝搬経路は、外部筒機構１
０の内側導体１２の周囲に付加された磁性体８０に起因する等価的な直列接続インダクタ
によってインピーダンスが高い状態となるため、大きな電磁ノイズはノイズフィルタ１を
通過することができずに、結果的にノイズの伝搬は抑制される。直列接続のインダクタに
よるインピーダンスは下記式（２）で示されるとおりとなっており、周波数が高くなるに
つれ、インダクタが持つ自己インダクタンスの値に応じてインピーダンスが高くなること
が明らかに分かる。
【００８５】
　Ｚ＝ω×Ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）
　上式（２）において、Ｚはインダクタのインピーダンスであり、ωはインダクタを通る
信号の角周波数であり、Ｌはインダクタが持つ自己インダクタンスの値である。
【００８６】
　加えて、一般的に磁性体８０は、高い誘電率を有していることが知られており（フェラ
イト（Ｆｅ２Ｏ３）で約１２．０～１６．０）、隙間部１３に誘導性部材である磁性体８
０を充填することにより、容量性部材である誘電体６０を充填した場合の効果も同時に得
ることができる。したがって、ノイズフィルタ１は、図１９に示すような等価回路が形成
され、コンデンサによるノイズ抑制効果とインダクタによるノイズ抑制効果の両方を得る
ことが可能になる。
【００８７】
　以上のように、実施の形態８のノイズフィルタ１における外部筒機構１０は、外部筒機
構１０の外側導体１１と内側導体１２の隙間部１３に、容量性部材に代えて、誘導性部材
である磁性体８０を充填するよう構成したことにより、コンデンサとしてのノイズ抑制効
果とインダクタとしてのノイズ抑制効果の両方を得ることができる。その結果、シールド
ケーブル５０の外導体５２に流れる電磁ノイズの伝搬を抑制することができるという効果
が得られる。
【００８８】
　なお、充填する磁性体８０としては、フェライトやパーマロイ（焼結磁性体）を用いる
のが一般的であるが、これらは焼結して組成されることが多いため非常に硬い特徴を持っ
ている。したがって、磁性体８０には、焼結した材料だけでなく、磁性体の粉末を混入し
た樹脂を用いても良い。柔軟な特徴を持った磁性体の粉末を混入した樹脂を用いることで
、外部筒機構１０の形状の自由度が増すだけでなく、外部筒機構１０の形成工程を簡略化
することが可能になる。
【００８９】
実施の形態９．
　上記実施の形態８においては、隙間部１３に磁性体（誘導性部材）８０を充填した構成
について説明したが、これに限定されるものではない。そこで、本実施の形態９では、誘
電体と磁性体を組み合わせることでシールドケーブル５０の外導体５２に重畳した電磁ノ
イズの伝搬の抑制効果を高める、他の構成について説明する。
【００９０】
　図２０は、実施の形態９に係るノイズフィルタ１の構成を示している。なお、図２０の
ノイズフィルタ１における外部筒機構１０の隙間部１３以外の構成は、上述した実施の形
態と同様であるため、隙間部１３以外の構成については同一の符号を付し、その説明を省
略する。また、図２０ではシールドケーブル５０は図示していないが、図５に示したシー
ルドケーブル５０と同様の構成である。
【００９１】
　外部筒機構１０の隙間部１３は、内側導体１２のうち、軸方向の両端部１１２ａと中央
部１１２ｂとを境にして、中央部１１２ｂに磁性体８０を充填し、両端部１１２ａに誘電
体６０を充填している。このように構成することで、ノイズフィルタ１は、両端部１１２
ａに等価的なコンデンサの構造が形成され、同時に中央部１１２ｂに等価的なインダクタ
の構造が形成される。これらの等価的なコンデンサとインダクタの回路素子が組み合わさ
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れることにより、ノイズフィルタ１は図２１に示すような等価回路となり、π型のＬＣフ
ィルタを形成することが可能となる。
【００９２】
　図２２は、π型フィルタとインダクタフィルタ、コンデンサフィルタの伝搬遮断特性の
比較を示している。図２２に示すように、対象とする電磁ノイズの周波数が図２２中のＦ
より高い帯域において、π型フィルタによる伝搬抑制効果は、インダクタフィルタ、コン
デンサフィルタと比べて高くなっており、周波数成分が高周波側に偏っている電磁ノイズ
に対してπ型フィルタが有効であることが分かる。
【００９３】
　以上のように、実施の形態９のノイズフィルタ１における外部筒機構１０は、外部筒機
構１０の外側導体１１と内側導体１２との間の隙間部１３のうち、両端部１１２ａに容量
性部材である誘電体６０を配置し、それ以外の中央部１１２ｂに誘導性部材である磁性体
８０を配置するよう構成したことで、等価的なコンデンサとインダクタの回路素子が組み
合わされπ型のＬＣフィルタを形成することができる。その結果、ノイズフィルタ１は、
シールドケーブル５０の外導体５２に流れる偏った周波数成分を持つ電磁ノイズの伝搬を
大きく抑制することができるという効果が得られる。
【００９４】
　また、実施の形態９のノイズフィルタ１では、磁性体８０が充填される箇所に相当する
外側導体１１は、欠けていたとしても得られる効果に差は無いため、実装上の都合によっ
て、外側導体１１の接地を図２１の回路上の左側と右側で切り離して取り扱いたい場合に
おいても、大きな構成を変更することなく適用させることが可能となる。
【００９５】
　以上に示した実施の形態１～９では、外部筒機構１０を半円筒状に二分割したが、二分
割以上であってもよい。また、外部筒機構１０を円筒状にしたが、円筒以外の形状の筒状
にしてもよい。
【００９６】
　さらに，外部筒機構１０の形状を変更にすることによって、本ノイズフィルタ１を設置
する金属筐体などに対して、外部筒機構１０を十分に接触させることができるのであれば
、台座３０は除いて用いてもかまわない。
【００９７】
実施の形態１０．
　実施の形態１０では、これまで示した実施の形態によるノイズフィルタ１の構成を複数
個組み合わせることによって、複数のシールドケーブル５０への装着に対応させたノイズ
フィルタ１の構成について説明する。
【００９８】
　図２３は、実施の形態１０に係るノイズフィルタ１の構成を示している。このノイズフ
ィルタ１の外部筒機構１０は、複数のシールドケーブル５０を包含できるように、その幅
を広げてある。そのため、外部筒機構１０を構成する外側導体１１、内側導体１２、隙間
部１３も同じように幅を広げて形成される。内側導体１２の内周面に設けられた導体突起
２０は、内側導体１２の中に並べられた複数のシールドケーブル５０の絶縁被覆材５１を
等しく突き破り、各々のシールドケーブル５０の外導体５２に食い込み、電気的な導通を
とる。これにより、導体突起２０を介して各々のシールドケーブルの外導体５２と外部筒
機構１０の内側導体１２が電気的に接続する。このときの導体突起２０の配置については
、実施の形態１に記したとおりにシールドケーブル５０の外導体５２を切断するような配
置でなければ、その位置は問わないものとする。
【００９９】
　また、この外部筒機構１０の内側導体１２の外側に外側導体１１を配置し、外側導体１
１と内側導体１２の隙間部１３を、これまでの実施の形態で示してきたコンデンサ４１、
または誘電体６０、または磁性体８０、またはこれらを組み合わせた物体で充填する。
【０１００】
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　このように構成された外部筒機構１０は、外部筒機構１０と電気的な導通がとれた台座
３０を介して、電子機器筐体（ＦＧ）に接地される。
【０１０１】
　以上のように、複数のシールドケーブル５０に装荷されたノイズフィルタ１は、複数の
シールドケーブル５０の外導体５２に重畳した電磁ノイズを導体突起２０、内側導体１２
、コンデンサ４１、外側導体１１、台座３０を介して電子機器筐体（ＦＧ）へグラウンド
するよう機能する。これにより、等価的にＳＧ系統とＦＧ系統が接続される。
【０１０２】
　以上より、実施の形態１０によれば、ノイズフィルタ１は、複数のシールドケーブル５
０を、上部及び下部に分割された一組の外部筒機構１０で挟み込む構成であって、この一
組の外部筒機構１０は、複数のシールドケーブル５０を挟み込む一組の内側導体１２と、
内側導体１２の外側に形成され、電子機器筐体と電気的に接続する一組の外側導体１１と
、外側導体１１の内面と内側導体１２の外面の隙間１３に配置され、外側導体１１と内側
導体１２を電気的に接続するコンデンサ４１、または誘電体６０、または磁性体８０、ま
たはこれらの組み合わせによる物体と、内側導体１２の内面に突設され、複数のシールド
ケーブル５０の外導体５２に食い込み電気的に接続する導体突起２０とを備えるように構
成した。これにより、複数のシールドケーブル５０の任意の位置において、電磁ノイズに
対して等価的にＳＧ系統とＦＧ系統を接続することができる。その結果、複数のシールド
ケーブル５０の外導体５２に重畳した電磁ノイズの伝搬を抑制することができるという効
果が得られる。
【０１０３】
　なお、上記実施の形態１０に係るノイズフィルタ１の外部筒機構１０の内側導体１２に
形成される導体突起２０は、各々のシールドケーブル５０の線径に応じて様々な長さで作
成すればよい。このとき、各々のシールドケーブル５０の絶縁被覆材５１及び外導体５２
の種類及び太さに応じて、導体突起２０の長さを調整することで、様々な種類の外部筒機
構１０と導体突起２０とを組み合わせることができる。このように構成することで、ノイ
ズフィルタ１を様々な種類の複数のシールドケーブル５０に同時に装荷対応させることが
できるようになり、ノイズフィルタ１のケーブル束への対応を容易にすることができる。
【符号の説明】
【０１０４】
　１　ノイズフィルタ、１０　外部筒機構、１１　外側導体、１１ａ　上部外側導体、１
１ｂ　下部外側導体、１２　内側導体、１２ａ　上部内側導体、１２ｂ　下部内側導体、
１３　隙間部、１３ａ　上部隙間部、１３ｂ　下部隙間部、１４　接合部、１５　固定ス
トッパ、１６　ネジ穴、２０，２１　導体突起、２０ａ，２１ａ　上部導体突起、２０ｂ
，２１ｂ　下部導体突起、２２　食い込み導体、２３　凹凸部、２４　板バネ、２５　テ
ーパ状構造、３０　台座、３１　受け部、３２　ネジ穴、４１　コンデンサ、４１ａ，４
１ｂ　電極、５０　シールドケーブル、５１　絶縁被覆材、５２　外導体、５３　導体線
、６０　誘電体、６１　誘電体凹凸部、７０ａ，７０ｂ，７１ａ，７１ｂ　突起、７２，
７３　ロール部、１１２ａ　両端部、１１２ｂ　中央部。



(19) JP 2012-5111 A 2012.1.5

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(20) JP 2012-5111 A 2012.1.5

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(21) JP 2012-5111 A 2012.1.5

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(22) JP 2012-5111 A 2012.1.5

【図１３】 【図１４】

【図１５】
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